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これからの歯科医療の
進むべき方向性がここに！
世界的に定評のある齲蝕に関する基礎と
臨床をまとめた成書「Dental Caries̶The Disease 
and its Clinical Management  Second Edition」の完訳版．

■世界の第一線で活躍する齲蝕研究者お 
　よび臨床家が結集し，齲蝕の歴史から
　エビデンスに基づいた科学的基盤と齲
　蝕除去の新たな知見に基づく臨床，さ
　らには保健衛生や社会科学的考察まで
　を網羅し，体系化．

■これまでの齲蝕の治療・予防の“常識”を再考し，齲蝕の生物学的コントロールを前面
　に打ち出した本書は，歯学教育研究者・学生ならびに臨床家必携の一冊．

■科学的データに基づくリスク診断を行い，最新のカリオロジーの知見を応用した予防と
　治療の実際について，多数の臨床症例を提示しながらビジュアルに解説．
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第1章　齲蝕の定義
第2章　齲蝕の臨床所見
第3章　齲蝕の病理
第4章　視診と触診による齲蝕診断
第5章　齲蝕診断のためのX線写真
第6章　補助的診断法
第7章　適切な診断実践の基礎  
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第8章　齲蝕の疫学
第9章　齲蝕の有病率・進展度・重症度の評価に対する
　　　  診断規準の影響
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第11章　唾液の役割
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第13章　歯の酸蝕
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第14章　齲蝕進行のコントロール：非修復的処置
第15章　口腔衛生の役割
第16章　齲蝕に対する抗菌薬療法
第17章　免疫療法と遺伝子療法の可能性
第18章　フッ化物による齲蝕のコントロール
第19章　食事指導の役割

  Part�V　修復的処置

第20章　齲蝕コントロールにおける修復的治療の役割
第21章　齲蝕の除去と象牙質-歯髄複合体
第22章　歯の修復：封鎖の重要性

第23章　非侵襲的修復処置（ART）
第24章　修復物の耐用年数：修復の繰り返しによる歯
　　　　 の喪失を避けるために

  Part�VI　齲蝕のコントロールと予測

第25章　臨床における方針決定：生物学的疾患に有効
　　　　なのは，技術的解決策か，それともエビデンス
　　　　に基づいた齲蝕マネージメントか？
第26章　集団におけるオーラルヘルスの促進
第27章　患者に応じた齲蝕のコントロール
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第29章　齲蝕の予測
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      Part�VII　21世紀の歯科学

第31章　齲蝕に関する臨床的方針のばらつき
第32章　“富めるときも貧しきときも，病めるときも健
　　　　 やかなるときも…”齲蝕と歯周炎の世界的コ
　　　　 ントロールにおける歯学の役割
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